[bookmark: _GoBack]米国の継承日本語教育学校紹介

	連絡先

	学校名（またはプログラム名）ウェブサイト
	学校所在地（例　カリフォルニア州ロサンゼルス）
	連絡担当者のお名前とメールアドレス

	
	
	




	学校について

	学校（あるいはプログラム）の設立の年と設立の背景
	

	教育目的とゴール
	

	学校運営資金、資金の支援組織・団体（もしあれば）
	

	学校の組織（例　理事会、父母の会、教師会など）
	

	学校施設（例　公立の高校の施設を有料で借りている、コミュニティーセンターを無料で使用）
	



	家庭数

	



	子どもの言語背景
	

	日本語だけを話す
	日本語と英語（または他の言語）を話すが、日本語の方が多い:　　
	日本語と英語（または他の言語）を話すが、英語（または他の言語）の方が多い 
	英語（または他の言語）だけを話す。(家庭では日本語は使われていない）　 

	

約＿＿＿＿％
	
約＿＿＿＿％
	
約＿＿＿＿％
	
約＿＿＿＿％



	授業数

	授業のある曜日
	授業時間（一日の総時間）
	授業のコマ数 (例１時間目：8:45-9:30)

	
	

	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	授業内容について特記することがある場合、ここにご記入ください。







	日本語のコースについて

	コースの種類　
（記入例　継承語（日本語を家庭で話す児童のための）コース、親は日本語母語話者であるが日本語を話さない子どものためのコース、外国語としての日本語のコースなど）
	レベル
（記入例　幼児部）
	各レベルの学習者数（過去3年の平均）
（記入例　15名）

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	





	教師

	教師数
	給料が支払われるTA　（アシスタント）数
	ボランティアのTA数
	教師のバックグランド（記入例
日本の幼稚園免許保持者XX名、アメリカの教員免許保持者XX名、など）
	教師研修の有無
（記入例　
学校独自のもの：年2回
継承語学校対象のもの：年1回
地域の日本語教育一般のもの：年１回

	
	
	
	
	


	教師に関して追加情報がある場合、ここにご記入ください。







 
	教材（上記各レベルで使用の教材。教科書があればタイトルと出版社名を記入してください。自作教材を使用の場合、内容を説明してください）

	レベル
	教材

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	



	教育機器・テクノロジー（学校で使用している機器やテクノロジーを記入してください）

	







	

	評価方法（どのように学習者の学習到達度を測っているか）

	







	現地の学校との連携の有無（例　日本語クレジットテストを実施し、パスすると現地の高校の外国語のクレジットがもらえる）

	










	日本文化を教えるための行事や活動（年間を通してどのようなことをしているか）

	








	その他（上記項目以外の追加情報があれば記入してください）
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